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WGにおける委員のご意⾒・問題意識と対応の⽅向性

委員のご意⾒・問題意識等 対応の⽅向性

 外国投資を地⽅に呼び込むために、国には、企画⼒やプレゼン⼒を有する⾃治
体等の⼈材育成に向けた専⾨家の⻑期的な派遣や地域⼈材育成プログラム
の充実をお願いしたい。

 ⾃治体に対して対⽇直接投資促進の取り組みを促すため、国による対⽇直接
投資の計画・⽬標の発信をお願いしたい。

 国内市場の縮⼩やグローバルリスクが顕在する中、国には地域振興に
つながる良質な海外からの投資案件の紹介をお願いしたい。

 海外からの投資を確実に地域に定着させるため、国には投資完了に⾄
る段階や投資実⾏後のアフターフォローまで含め、⽀援範囲の対象拡
⼤をお願いしたい。

 進出してくれた外国企業がしっかりと⽇本で実績を出せるように、国が伴⾛⽀援
をして、後押しをしていくことが⼤事

 J-Bridgeを活⽤し、外国企業誘致や地域企業との協業の取組も是⾮進めて
いただきたい。

 ⼈⼝減少社会による⼈⼿不⾜が深刻化する中、地域における雇⽤確保は重要
な課題であり、国には地域が、地域内はもちろんのこと、⾸都圏や海外も含めて、
協業を担いうる多様な⼈材を幅広く集め、育成し、定着して頂くための環境づく
りに向けた⽀援をお願いしたい。

投資実⾏・
国内定着⽀援

外国企業との
協業⽀援

案件形成・⽀援能⼒の
向上⽀援

（１）外国企業向け

（２）地域企業向け

（３）⾃治体等向け
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経済産業省・JETROによる今後の具体的な取組・体制強化

① ⾃治体等の案件形成・⽀援能⼒の向上⽀援として、拠点設⽴⼿続き等の専⾨家やJETRO専
⾨職員等の地域派遣スキームを新設。併せて、ニーズを踏まえた⾃治体向け研修も拡充。

② 国、⾃治体等が参画する地域投資誘致・フォローアップ会議を新設し、地域のブランディングの視
点も踏まえつつ地域別の誘致施策や定着・⼆次投資に向けたフォローアップ策を議論。
⼀部地域で先⾏開始（例︓北海道、近畿、九州等）。

① 外国企業との協業・連携、対⽇M＆Aの活⽤に不慣れな地域企業に対し、普及啓発や⼠業等
専⾨家による助⾔、メンタリング⽀援など、国内での協業連携⽀援を強化。

① 外国・外資企業と⽇本企業・⼤学等とのマッチングを⾏うグローバルオープンイノベーション事業につ
いて、ヘルスケア分野に加え、デジタル分野でのマッチングを開始。

② 投資検討プロセスの加速化に向けた、地域への外国・外資企業招へいの拡充。
③ ものづくり、ヘルスケア、グリーン、デジタル等の分野を対象に、⽇本国内の事業可能性調査への⽀

援を開始。選定に当たっては地域経済活性化に資するプロジェクトを優遇。
④ 国内での設備投資を促進する国や⾃治体による補助⾦等の⽀援策に関する情報提供の充実。
⑤ 外資企業の国内定着や⼆次投資拡⼤に向け、国内外資系企業と地域企業とのマッチング機会

を拡充。

投資実⾏・
国内定着⽀援

（１）外国企業向け

外国企業との
協業⽀援

（２）地域企業向け

案件形成・⽀援能⼒の
向上⽀援

（３）⾃治体等向け
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地域へ進出する外国・外資系企業

SANOFI（エスエス製薬）

フランス、ヘルスケア・製薬 (進出先:千葉県、⼆次投資)

• エスエス製薬株式会社は、フランスのパリに本社を置く、製薬企業サノ
フィグループの⼀員としてコンシューマー・ヘルスケア事業の⼀翼を担う。

• サノフィは、エスエス製薬成⽥⼯場の倉庫の新設および完全⾃動化
を図るなど、⼤規模な再投資を実施。2022年10⽉には、最先端
技術を導⼊した新製剤棟（総⼯費24億円）を竣⼯。

• JETROはコンサルテーション・情報提供の他、地⽅⾃治体との⾯談ア
レンジおよび制度新設をめぐる⽀援を実施。（（１）⑤外資企業
の国内定着や⼆次投資拡⼤⽀援、（３）①⾃治体等の案件形
成・⽀援能⼒の向上⽀援）

GOGOLOOK

台湾、スタートアップ（進出先︓福岡県）

• ⽇本国内で唯⼀海外番号の識別ができる迷惑電話対策アプリ
「Whoscall」を運営・提供する台湾企業。迷惑電話や詐欺電話の
遮断の観点から、優れた防犯性が評価され、全世界で累計1億ダウ
ンロードを突破。

• 2020年6⽉に、福岡市より「福岡市実証実験フルサポート事業」の
採択を受け、市内での実証実験を実施。同年11⽉には福岡県に
Whosecall株式会社を設⽴。

• JETROは情報提供や福岡市への招へいを実施。（（１）②地域
への外国・外資企業招へいの招へい）

Arcturus Therapeutics

⽶国、ヘルスケア・製薬（進出先︓千葉県、福島県）

• 2013年設⽴の後期臨床ステージ製薬企業。⽶ナスダックに上場。
呼吸器等の希少疾患に有効なメッセンジャーRNA医薬品の研究開
発を⾏う企業。

• 2021年4⽉に千葉県柏市に⽇本企業との合弁で株式会社
ARCALISを設⽴。

• JETROが地域企業とのマッチングを実施した他、経済産業省の補助
⾦※１においてARCALISを採択。福島県南相⾺市にmRNA医薬
品・ワクチン製造⼯場を建設中。

• 2023年8⽉に原薬製造棟が、2026年に製剤製造棟が稼働を開
始する予定。（（１）①地域企業とのマッチング、④国内での設備
投資を促進する補助⾦等による⽀援）

TSMC

台湾、半導体（進出先︓熊本県）

• TSMCを含む合弁会社のJASMが、熊本県菊陽町に新⼯場を建設
中。ソニー、デンソーも出資。

• 回路線幅10〜20ナノメートル台のロジック半導体を⽉間5万5千枚
（12 インチ換算）⽣産する計画。 2024年末までの⽣産開始を
予定。約1700⼈の雇⽤を⾒込む。

• 熊本県の他、茨城県つくば市にも研究開発拠点を新設し、先端半
導体製造（後⼯程）プロセス技術の開発を実施。

• 5G促進法に基づき助成⾦を交付。助成額の上限は4,760億円
（（１）④国内での設備投資を促進する補助⾦等による⽀援）。

出所︓経済産業省、JETRO
※1 2021年12⽉「⾃⽴・帰還⽀援雇⽤創出企業⽴地補助⾦」

2022年9⽉「ワクチン⽣産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点等整備事業費補助⾦」


